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令和４年度「知事と市町長の円卓対話」（東員町）概要 

 

１ 対話市町  東員町（水谷
みずたに

 俊郎
と し お

 東員町長） 

２ 対話日時  令和４年６月 22日（水）１４：００～１４：３０ 

３ 対話場所  東員町役場応接室 

４ 視察場所  中部公園、朝日ガスエナジー東員スタジアム 

５ 対話項目１ 強じんな美し国ビジョンみえ(仮称)・みえ元気プラン(仮称)について 

  対話項目２  民間企業との連携取り組みについて 

６ 対話概要 

（町長） 

 東員町も観光振興に、産業振興を含め力を入れ始めています。それが農業で、

７～８年前からまずぶどう作りを始めて、こちらは成功しています。そして、次

が機能性大豆「ななほまれ」です。これを基本として、脱炭素社会に絶対に良い

農業振興、そして観光振興を行っていきます。 

ただ、人口減少対策にはそれだけでなく、県の規制緩和をしてもらわないとで

きないので、市街化調整区域の規制を何とか緩和してもらいたいと思っていま

す。家を建てられなくては人口は増えませんから。 

 

（知事） 

鈴鹿より南は市街化調整区域は作らなくて良いはずですが、北は規制があり

ます。しかし、イオンの周辺は規制緩和しなくてもできるような方法がありそう

ですが。 

 

（町長） 

例えば、ここは実は千年に１度の浸水区域になっています。そのため、「浸水

区域に家を建てるとはどういうことだ」とクレームがつき、なかなか開発ができ

ないのです。私は、きちんと対策ができていればいいのではないか、と考えます

し、むしろ避難所になっている小学校も浸水区域にあるような状況のほうがお

かしいと思います。 

 

（知事） 

 貯水池を作ればよい、とか、何か方法はあるようで、全くダメだということで

はありません。せっかく人口が増えている時に、止めてしまうのはいけません。 

近隣では人口が減っている地域もあるのに、なぜ東員町は人口が増えている

のでしょうか。 
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（町長） 

 教育環境が整っていて、働きやすい環境も作っているからだと思います。子供

を持つ母親が、預ける場所があるから働きに行きやすい、そのような子育て環境

が整っているのもあります。さらに一番大きいのは、安全な土地だということで

す。土地柄、津波の心配がなく、山がないので土砂崩れの心配もありません。数

年前、線状降水帯で６時間に４００ミリを超える雨が降った時ですら一人の死

者も出していませんし、あちこちで堤防が崩れたりはしましたが、床上床下浸水

が 30棟ぐらいの被害で済んでいるのです。その時に、「東員町は災害に強い町」

と感じました。働く場所も、近隣に沢山あります。 

 

（知事） 

 そうなると、東員町は住宅を増やせばさらに人が増えるということですね。市

街化調整区域を徐々に解除していって、家を作っていけばよい、という感じです

ね。 

 

（町長） 

 駅前の開発を再開すればかなり町が豊かになります。東員町は行政施設は町

役場周辺にほぼ集約しています。その目の前に東員駅があって、そこの接続がな

かなかないのが残念です。これが接続すれば、この町はもっともっと発展し、県

の少子化対策にも貢献できます。 

 

（知事） 

 生き生きした町になりますね。今でも十分人口減少対策に貢献していただい

ていますので、さらに貢献していただくにはどうしたらいいかと考えますと、今

の作戦ということですね。 

 昨日、市街化区域と市街化調整区域の件をききましたが、イオンの辺りの話で

したので、駅前の話は帰ってまた聞きます。 

食品加工工場を作ろうとしたけれどもできなかった。と聞いています。 

 

（町長） 

 それは先ほどの大豆の加工工場の話ですが、残念ながら既に他の場所にされ

たようです。この小さな町では、企業と組もうとしてもそのような貴重な企業が

町内に多くあるわけではなく、町外の企業と組むことになります。しかし、主に

町内で収穫したものでないと町内に工場が作れないという制約があり、なかな

かできないのが現状です。 
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（知事） 

 町内の原料が少ないけれども、許可ができれば良かった、ということですね。 

 今回は残念でしたが、次のきっかけがあったらぜひ企業誘致推進課に言って

いただきたいと思います。東員町のように人口の増えている地域で、ますます人

口を増やしていきたいと思っています。 

 

（町長） 

 今は大豆栽培に力を入れていますが、さらに新しい挑戦もしていきます。まず

は、懸案になっている空き家対策にもこれから取り組んでいこうと思っていま

す。かたまって空き家になっている地域もありますし、中には元員弁郡役所の趣

ある建物などもあり、カフェや民泊、ちょっとした料理屋などに利用できれば、

観光の目玉になると思っています。 

 

（知事） 

 歴史あるところを生かして、集客をするというのは、とても良いと思います。

県の人口減少対策もどんどん推進していくので、今後ともぜひ東員町と一緒に

頑張らせていただきたいと思います。 


